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や(美的)調和は、私たちの身体とパターンの大きさをつなげるメディアである。空の
空間は、私たちとパターン、物体、内部また外部空間をつなげるため、空間はここで
も大事な役割を果している。もしパターンに私たちを魅了する力があれば、空間は、
私たちや空間の周囲を触発する力としての接合剤の役割を果たし、場に積極的な雰囲
気をもたらす。冒頭で述べたように、著者にとってパターンとは、物語や白昼夢を誘
発してくれる「携帯式」の庭であり、それが楽しみに溢れた生活空間を提供する。論
文の最後には、比率、オブジェクト、自然現象により繋げられた、個々のパターンや
パターン間に隠された物語、およびテキスタイルと空間の対話の両方を例示するため
の表現も試みている。 
従来記号学や言語学は主に、すでにある何かを説明したり理解するために用いられ
てきた。著者は本研究において、そうした学問の分析(analysis)的な活用ではなく、
逆に記号学や言語学を使って、いかに創作を行うかーすなわち学問の総合(synthesis)
的な活用を試みている。こうした方法に、唯一の正解や真実があるわけではないが、
通常はデザイナーやアーティストの秘密として明示的に述した例は少ない。「制作過程
は徹底的に記述的でありながら、最終的な作品は情動的（emotional)になる」という
著者の作品の特徴も含めて、本論文は分析と総合、記述と情動という一般には相反す
ると考えられる概念を結びつけようとしたオリジナルかつチャレンジングな研究であ
り、その今日的かつ美術デザイン的な意義は非常に高い。以上のような観点を総合し、
審査委員の総意として、本論文を学位を授与するに相当のものと認める。 
 
（久保田 晃弘） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
